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別の手法で取捨選択するフィルタリングを表現できるようにする。まず、第 2 章と第 3 章で定義したフィルタリング
関数に対して、合成フィルタリング関数の性質を明らかにする。また、合成JI慎序を交換したフィルタリング結果の包
含関係を明らかにすることで、手法の実行順序を入れ換えることがフィルタリング結果に与える影響を示す。

























性) フィルタリング関数の体系に和 (Union) と積 (Intersection) の概念を導入し、それぞれ複数のフィルタリング
結果の和と積を計算するフィルタリングを定性的に表現できるようにしている。そして、さまざまな性質を満た
すフィルタリング関数に対し、和フィルタリング関数と積フィルタリング関数の性質を明らかにしている。
以上のように、本論文は、多数提案されている情報フィルタリング技術を定性的に表現、評価、分類するための数
学的基盤として情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるも
のと認める。
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